
令和４年第２１回定例公安委員会会議録

開 催 日 時 令和４年７月２８日（木）午後０時３０分～午後２時３５分

開 催 場 所 警察本部各執務室、西部地区運転免許センター聴聞室（リモート）

第１ 定例会議

１ 開催時間 午後１時３０分～午後２時２０分

２ 出席者

公安委員会 久本委員長 衣笠委員 勝部委員

警察本部 服部警察本部長 雲田警務部長 笠田首席監察官

前田生活安全部長 河本刑事部長 柴田交通部長

加藤警備部長 植木警察学校長 見垣情報通信部長

前田警務部参事官

（事務局等～畔田公安委員会補佐室長、辻室長補佐）

３ 議題事項

運転免許更新処分に係る審査請求の裁決（警務部）

警察本部から、運転免許更新処分に係る審査請求について、本件請求を棄却す

る旨の裁決案の説明がなされた。

委員

事前に説明を受けており、このとおり決定する。

４ 報告事項

〇警察本部長に対する苦情の受理状況（令和４年４月～６月中）（警務部）

〇令和４年上半期の交通事故発生状況（交通部）

〇８月中の入校及び訓練概況等（警察学校）

○機動通信課の活動状況（情報通信部）



（１）警察本部長に対する苦情の受理状況（令和４年４月～６月中）（警務部）

警察本部

本年４月から６月までの苦情の受理件数は２件であり、２件とも指摘事実はな

かった。この２件の苦情の申出者に対しては、職務執行が適正に行われていたこ

とを回答しているが、その後、申出者から同様の申出や要望はない。今後も県民

の期待にこたえる活動の推進に努めていく。

委員

県民の立場からすると、警察官だというだけで高圧的だと感じ取ってしまうこ

とがあるかもしれないので、その点に気をつけながら、今後も丁寧な対応をして

いただきたい。

（２）令和４年上半期の交通事故発生状況（交通部）

警察本部

過去１０年間の上半期の交通事故発生状況について、交通事故発生件数、負傷

者数及び死者数は、減少傾向で推移している。

高齢者が第一当事者となった事故は、平成２５年が１８．４パーセントであっ

たが、令和３年には３０．２パーセントまで増加し、令和４年上半期は、２６．

１パーセントと若干低くなった。また、全死者に占める高齢者の割合は、平成２

５年に３０．８パーセントで、平成２６年以降は概ね５割から６割で推移し、令

和４年上半期は２８．６パーセントと過去１０年間で最も低かった。いずれにし

ても、継続的な高齢者対策が重要であると考えている。

本年上半期の交通事故発生件数は２８７件で、前年から２１件減少し、負傷者

数は３２６人で前年より１６人減少した。死者数は、年間の死者数が平成以降で

最少であった平成２８年と比較すると４人減少し、令和２年と同数であった。死

者７人のうち、２人が高齢者で、歩行中が１人、自動車運転中が１人であった。

本年上半期の交通死亡事故発生件数は６件で、７人の方がお亡くなりになった。

事故類型別でみると車両単独事故が３件、路線別でみると自動車専用道路上での

事故が３件発生し、それぞれ全体の半数を占める。時間別では、０時から４時ま

での間に２件発生した。

引き続き、下半期も各種広報媒体を利用した広報啓発活動を行い、様々な工夫

を凝らしながら、交通事故抑止対策を推進していく。

委員

交通事故発生件数、死傷者数及び負傷者数は、いずれも減少しているが、様々

な施策の結果だと思う。



自動車専用道路上での事故のうち、特に鳥取西道路での事故が多いということ

を伺った。交通事故の発生状況を精査し、交通事故の更なる減少に尽力していた

だきたい。

委員

引き続き交通死亡事故抑止対策を行っていただきたい。

委員

高齢者は、子供と違って交通安全教育を受ける機会が少ないと思うので、こう

いった年齢層の方への啓発活動も行っていただきたい。

（３）８月中の入校及び訓練概況等（警察学校）

警察本部

８月中の採用時教養は、初任科第９５期及び第９６期が教養中である。専科の

入校はない。

行事・訓練関係は、車いすバスケットボール日本代表選手の講演、初任科第９

５期の卒業試験、第９６期の中間試験を行う。行事ではないが、初任科生は、盆

期に合わせ、夏季特別休暇を取得予定である。

７月中、初任科生は、手話講習、社会人のための新聞講座、被害者支援を考え

る講演会などを受講したほか、運転訓練、避難救助訓練等を実施した。初任補修

科生は、７月１１日、１２日に卒業試験があり、７月２９日に卒業予定である。

委員

手話講習は、毎年行っているか。

警察本部

平成２４年から毎年行っている。

委員

大切な講習であると思う。

未来の県警察を担っていく人材であるので、心、技、体を鍛えていただきたい。

委員

幅広い内容の訓練がしっかりなされている。

委員

部外講師による講演を聴講する機会が多く、たいへん勉強になっていると思う。

警察官は、緊急車両の運転など、高い運転能力が求められるので、訓練により



運転技術をしっかり磨いていただきたい。

（４）機動通信課の活動状況（情報通信部）

警察本部

捜査支援活動用カメラの設置活動は、各警察署等からの設置要請に基づき、暴

力団犯罪やストーカー事案等の保護対策、窃盗事件等の被害者に係る措置などの

ために実施している。

捜査支援活動用カメラは、嫌がらせ事案や侵入窃盗事件等の再被害を受けるお

それのある事案等に活用した。令和４年中に設置した侵入窃盗事件では、被疑者

の容姿及び犯行状況が鮮明に録画され、犯罪立証に大きく貢献した。

警察庁では、平成１２年以降、各種警察活動を支援するため、各都道府県機動

通信課を窓口にして、所属の依頼に基づき、高解像度衛星画像を提供している。

県警察へは津波対策、山岳遭難、聖火リレー警備対策などで衛星画像の提供を

行っている。広範囲な画像提供などが可能であり、災害対策、大規模警備等で有

効活用できることから、引き続き、県警察と連携を図りながら、高解像度衛星画

像の活用をしていきたい。

委員

今後も県警察としっかり連携を図りながら、捜査支援活動用カメラを活用して

いただきたい。

５ その他

夏の交通安全県民運動の結果（交通部）

警察本部

夏の交通安全県民運動は、７月１１日から同月２０日まで実施された。期間中

の交通事故発生状況は、交通事故件数及び負傷者数ともに昨年よりも大きく減少

し、９件、１０人であった。期間中、交通死亡事故の発生はなかった。期間中の

交通違反の検挙件数は８７４件で、前年と比べて４７件減少した。

期間中、鳥取警察署では、開始式や交通安全パレードを実施するなど、関係機

関、団体と各種取組を推進した結果、県民の交通安全意識の高揚が図られたもの

と考えている。引き続き、交通事故防止に取り組んでいく。

委員

期間中の各種取組結果、県民の交通安全意識の高揚が図られ、交通事故の発生

が大きく減少したものと思う。引き続き、広報を含めて、各種取組をお願いする。



委員

「ウィズコロナ」を前提に、効果的な交通事故抑止対策を行っていただきたい。

委員

今年の夏は、県外からの旅行者が増えることも念頭に、交通事故抑止対策を継

続していただきたい。

第２ その他の公安委員会活動

１ 意見の聴取

運転免許課から、道路交通法に基づく意見の聴取２件について、事案概要、処

分理由、当事者の陳述要旨、基本量定等を詳細に聴取し量定を決定した。

２ 事前説明

運転免許更新処分に係る審査請求の裁決

３ 報告事項

中国四国管区内公安委員会連絡会議関係

４ 決裁

運転免許更新処分に係る審査請求の裁決

５ 公安委員会委員間の事前検討・協議等

６ 公安委員会補佐室からの事務連絡等

公安委員会補佐室から当面の行事予定等について確認と説明があり、了承した。


